
７
月

12日
、
県
本
部
「
第

84回
定
期
大
会
」
に

18単
組

51

人
（
＋
来
賓
･
争
議
団
他

６
人
）
が
参
加
。
議
事
の
最

初
に
《
議
案
第
３
号
》
新
規

加
入
組
合
の
承
認
が
提
案
さ

れ
「
西
予
医
療
介
護
職
員
労

働
組
合
」
の
自
治
労
連
加
入

を
承
認
。
森
賀
県
本
部
委
員

長
が
『
組
合
旗
』
を
贈
呈
し

ま
し
た
（
写
真
左
）
。
そ
の

後
、
執
行
部
の
報
告
・
提
案

を
受
け
て
、
討
論
で

14人
が

発
言
（
※
以
下
抜
粋
要
約
）
。

す
べ
て
の
報
告
・
議
案
を
承

認
・
採
択
し
、
新
役
員
を
選

出
し
ま
し
た
。

【
青
年
部
】
学
習
と
交
流
を

テ
ー
マ
に
活
動
。

12月
ド
キ

ジ
ャ
ム
（
西
予
市
野
村
）
は

豪
雨
災
害
の
実
状
と
対
応
課

題
を
学
習
。
７
月
ド
キ
ジ
ャ

ム
（
松
山
市
）
、

12月
四
国

Ｂ
交
流
会
（
香
川
県
）
を
計

画
。
【
今
治
】
３
月
の
山
林

火
災
で
組
合
員
の
被
害
も
あ
っ

た
。
職
場
＋
全
県
で
集
ま
っ

た
支
援
金
を
総
務
部
長
に
届

け
た
。
６
月
団
体
交
渉
で
勤

務
時
間
管
理
や
技
術
職
採
用

で
前
進
回
答
あ
り
。
【
宇
和

島
病
院
】
新
採
組
合
加
入
は

身
近
な
声
か
け
を
重
視
。
共

済
説
明
会
で
共
済
加
入
も
。

初
任
給
２
号
改
善
と
処
遇
改

善
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
あ
り

「
要
求
し
続
け
る

大
切
さ
」
を
感
じ

た
。
【
西
予
】
病

院
等
の
民
営
化
は

「
医
療
介
護
職
員

だ
け
の
問
題
で
は

な
い
」
と
市
職
労

全
体
で
対
応
し
て

き
た
。
２
年
余
り

の
活
動
で
「
要
求

し
続
け
る
こ
と
の

大
切
さ
」
を
実
感
。
市
は

「
財
政
危
機
脱
出
プ
ラ
ン
」

を
策
定
中
だ
が
、
粘
り
強
く

運
動
し
て
い
く
。
【
西
予
医

療
介
護
】

23年
２
月
、
西
予

市
長
の
２
病
院
１
介
護
施
設

の
「
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
」
発
表
か
ら
組
合
は
団
結

し
て
た
た
か
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

「
西
予
医
療
介
護
職
員
労
働

組
合
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。
声
を
拾
い
、

よ
り
良
い
勤
務
条
件
・
職
場

環
境
を
勝
ち
と
っ
て
い
く
活

動
を
地
道
に
粘
り
強
く
続
け

る
。
【
松
山
】
２
０
０
６
年

か
ら
現
業
正
規
採
用
が
な
か
っ

た
が
、
あ
き
ら
め
ず
要
求
し

続
け
、

24年
度
か
ら
３
年
連

続
で
清
掃
現
場
に
正
規
新
採

が
配
置
さ
れ
全
員
組
合
加
入
。

再
任
用
の
給
与
改
善
で
７
月

に
団
体
交
渉
。
【
今
治
水
道
】

安
全
安
心
で
安
定
し
た
水
の

供
給
の
た
め
、
技
術
継
承
が

可
能
な
職
場
環
境
を
要
求
し

続
け
、
技
術
職
の
通
年
募
集

や
初
級
採
用
な
ど
改
善
が
あ

り
人
員
確
保
の
大
き
な
一
歩

と
な
っ
た
。
５
月
全
国
公
企

青
年
集
会
に
３
人
参
加
し
、

他
県
他
市
の
先
進
事
例
を
学

ん
だ
。
【
津
島
吉
田
病
院
】

ふ
れ
あ
い
荘
・
オ
レ
ン
ジ
荘

の
運
営
継
続
が
困
難
と
宇
和

島
市
が
見
解
発
表
し
、
Ｒ

12

年
度
以
降
の
運
営
あ
り
方
が

検
討
さ
れ
て
い
く
。
西
予
市

が
対
岸
の
火
事
で
は
な
い
。

住
民
の
会
と
協
力
し
、
８
月

市
長
選
挙
候
補
者
に
質
問
状

提
出
す
る
。
【
宇
和
島
】
交

流
会
を
再
開
し
、
新
採
加
入

に
チ
カ
ラ
を
入
れ
て
き
た
。

学
習
会
に

15人
が
参
加
。
４

月
初
任
級
改
善
と
在
職
者
調

整
が
実
施
さ
れ
た
。
【
新
居

浜
】
昨
年
秋
に
交
代
し
た
市

長
と
２
月
に
交
渉
し
、
早
期

退
職
の
対
策
を
要
求
し
た
。

東
予
各
市
よ
り
見
劣
り
し
て

い
る
初
任
給
や
休
暇
制
度
の

改
善
を
重
視
。
【
内
子
】
夏

季
休
暇
の
日
数
と
取
得
期
間

の
改
善
を
要
求
し
今
年
実
現
。

取
得
率
向
上
を
組
合
で
よ
び

か
け
て
い
る
。
【
西
条
】
要

求
ア
ン
ケ
ー
ト
を
会
計
年
度

職
員
に
も
初
め
て
配
布
し
、

休
暇
制
度
を
知
り
た
い
要
望

が
多
く
、
当
局
に
伝
え
今
年

度
制
度
一
覧
が
配
布
さ
れ
た
。

【
市
町
村
共
済
議
員
団
】
昨

年

11月
議
員
選
挙
で
７
人
中

６
人
が
自
治
労
連
の
推
薦
議

員
と
な
っ
た
。

23年

10月
か

ら
会
計
年
度
職
員
が
市
町
村

共
済
組
合
加
入
と
な
り
、
市

町
村
共
済
組
合
と
職
員
互
助

会
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
調
整

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

【
東
温
】
技
術
職
確
保
の
た

め
、
民
間
建
設
関
係
で
は
賃

下
げ
な
し
の
定
年
延
長
が
行

わ
れ
て
い
る
。
従
来
の
枠
を

超
え
た
視
点
で
要
求
す
る
こ

と
が
必
要
。
休
暇
制
度
の
拡

充
求
め
、
よ
り
働
き
や
す
い

公
務
職
場
を
つ
く
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

７
月
４
日
、
自
治
労
連
本

部
が
行
っ
た
「
会
計
年
度
任

用
職
員
の
私
傷
病
休
暇
の
有

給
化
及
び
、
再
度
の
任
用
上

限
（
公
募
）
見
直
し
の
自
治

体
検
討
状
況
」
の
調
査
（
４

月

30日
～
６
月

27日
）
結
果

に
つ
い
て
記
者
会
見
を
開
き

ま
し
た
。
昨
年

12月
に
人
事

院
が
国
の
非
常
勤
職
員
の
病

気
休
暇
（
私
傷
病
）
を

10日

間
有
給
化
す
る
よ
う
制
度
改

正
。
総
務
省
は
地
方
自
治
体

に
対
し
、
４
月
１
日
よ
り
国

同
様
に
見
直
す
べ
く
、
例
規

の
改
正
な
ど
所
要
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
人
事
院
「
期
間

業
務
職
員
の
採
用
等
に
関
す

る
Ｑ
＆
Ａ
」
で
は
「
公
募
に

よ
ら
な
い
再
度
の
任
用
を
行
っ

た
と
し
て
も
平
等
取
り
扱
い

の
原
則
に
は
反
し
な
い
」
と

明
確
に
し
て
い
ま
す
。

●
私
傷
病
休
暇
の
有
給
化
で

は
、

28都
道
府
県
の
３
０
２

自
治
体
が
回
答
。

52・
３
％

と
回
答
自
治
体
の
過
半
数
が

有
給

10日
に
改
め
、
既
に

10

日
以
上
あ
る
自
治
体
等
を
含

め
る
と
「
４
月
時
点
で
有
給

日
数
を

10日
以
上
」
と
し
て

い
る
自
治
体
が

76・
２
％
と

な
っ
た
。
●
再
度
の
任
用
上

限
（
公
募
）
見
直
し
で
は
、

28都
道
府
県
の
３
０
９
自
治

体
か
ら
回
答
が
あ
り
、
昨
年

秋
調
査
時
よ
り
「
廃
止
済
」

が
約

14ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
。

「
も
と
も
と
上
限
な
し
」
と

「
廃
止
済
み
」
あ
わ
せ
て

41・

９
％
と
、
世
論
が
情
勢
を
作

り
つ
つ
あ
る
一
方
で
「
見
直

す
予
定
な
し
」
が

27・
８
％
、

そ
の
理
由
で
は
「
採
用
の
公

平
性
維
持
」
が
最
も
多
い

30・

９
％
。
ま
た
「
１
年
毎
の
任

用
が
原
則
」
が

21・
３
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
制
度
上
の

課
題
も
含
め
、
自
治
労
連
は
、

①
会
計
年
度
職
員
の
雇
用
継

続
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
制
度
へ
の
改
善
、
②
専

門
的
・
恒
常
的
な
職
務
を
担

う
会
計
年
度
職
員
の
正
規
職

員
へ
の
任
用
替
え
を
容
易
に

す
る
制
度
改
革
、
③
正
規
職

員
と
均
等
待
遇
の
短
時
間
正

職
員
の
制
度
創
設
な
ど
、
今

後
の
と
り
く
み
の
強
化
点
と

課
題
を
報
告
。
ま
た
、
６
月

25日
に
総
務
省
か
ら
会
計
年

度
職
員
の
給
与
水
準
の
上
限

を
撤
廃
す
る
通
知
も
発
出
さ

れ
て
お
り
「
労
働
組
合
が
要

求
し
て
い
か
な
け
れ
ば
改
善

で
き
な
い
。
全
国
の
仲
間
と

一
緒
に
力
を
合
わ
せ
よ
う
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

６
月

29日
、
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
将
棋
大
会
を
高
知
県
で
開

催
し
２
県
（
愛
媛
・
高
知
）

か
ら
４
単
組
６
人
が
参
加
。

総
当
た
り
戦
で
競
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
順
位
》
優
勝
：
森
實
和
也

さ
ん
（
四
国
中
央
）
準
優
勝
：

小
野
真
道
さ
ん
（
西
予
）
３

位
：
鈴
木
武
雄
さ
ん
（
四
国

中
央
）

（１） 第５８２号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２５年 ７月３０日

第 ５８２ 号

日 程

【８月】

１ 千羽鶴を海外へ送るつど

い（教育会館）

４ 原水爆禁止世界大会

（広島～６）

７ 久万高原町職定期大会

原水爆禁止世界大会

（長崎～９）

９ 県本部拡大執行委員会

中予総支部定期総会

自治労連青年部全国委員

会＆平和学習（長崎）

20 県公務員共闘常任幹事会

（web併用）

21 南予総支部定期総会

県自治体問題研究所常任

理事会

23 自治労連事前会議（福岡）

24 自治労連定期大会

（福岡～25）

【９月】

６ 愛媛労連定期大会

（共済会館）

13 県本部拡大執行委員会

県本部労働学校（～15）

全労連女性部定期大会

（～14）



コ
コ
ロ
ユ
ニ
オ
ン
（
内
子

社
協
労
組
）
は
６
月

26日
、

第
８
回
定
期
大
会
を
開
催
。

平
井
委
員
長
が
「
安
心
し
て

働
け
る
職
場
へ
団
結
を
深
め

て
い
き
た
い
」
な
ど
あ
い
さ

つ
。
県
本
部
森
賀
委
員
長
、

内
子
町
職
力
石
委
員
長
が
来

賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
。
活
動
・

決
算
報
告
に
続
い
て
、
活
動

方
針
を
提
案
。
保
育
園
で
働

く
す
べ
て
の
職
員
の
知
識
を

高
め
る
学
習
会
等
へ
の
参
加

機
会
確
立
、
安
心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
・
待

遇
改
善
の
実
現
、
職
員
間
交

流
を
深
め
る
レ
ク
の
実
施
な

ど
を
提
案
。
予
算
案
、
新
役

員
も
提
案
し
、
全
議
案
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
福
嶋
新
委

員
長
は
「
全
員
の
団
結
で
、

よ
り
良
い
職
場
づ
く
り
へ
と

り
く
み
た
い
」
と
決
意
表
明

し
ま
し
た
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
組
は

６
月

20日
、
定
期
大
会
を
開

催
。
経
過
報
告
で
は
「
初
任

給
２
号
上
位
格
付
と
在
職
者

調
整
」
「
診
療
報
酬
改
定
・

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
独

自
加
算
な
ど
一
連
の
賃
金
改

善
」
や
「
会
計
年
度
任
用
職

員
の
改
善
」
「
新
採
職
員
の

新
規
加
入
」
な
ど
報
告
。
運

動
方
針
で
は
、
「
中
堅
・
高

年
齢
層
の
賃
上
げ
」
「
各
種

手
当
（
特
に
待
機
手
当
）
の

引
上
げ
」
や
「
人
員
確
保
」

「
労
働
時
間
短
縮
」
「
休
暇

拡
充
」
な
ど
の
要
求
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
議

案
と
役
員
が
承
認
さ
れ
、
久

保
田
新
委
員
長
が
「
病
院
を

取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し

い
が
、
団
結
し
て
が
ん
ば
ろ

う
！
」
決
意
表
明
し
、
大
会

を
終
了
。
懇
親
会
で
組
合
員

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
６
月

25日
、

定
期
大
会
を
開
催
し

56人
が

参
加
。
今
年
４
月
か
ら
指
定

管
理
者
制
度
で
西
予
市
職
労

か
ら
医
療
介
護
支
部
が
独
立
・

組
織
移
行
し
て
初
め
て
の
大

会
と
な
り
、
西
予
医
療
介
護

労
組
の
堀
田
書
記
長
も
来
賓

参
加
し
ま
し
た
。
経
過
報
告

で
は
、
安
部
田
委
員
長
が

「
県
本
部
統
一
要
求
・
単
組

要
求
書
の
提
出
で
、
働
き
方

や
職
場
環
境
の
改
善
が
少
し

ず
つ
確
実
に
進
ん
で
い
る
。

市
立
病
院
等
の
民
営
化
問
題

で
も
、
要
求
し
続
け
る
こ
と

の
重
要
さ
を
改
め
て
実
感
し

た
」
と
総
括
。
こ
の
ほ
か
女

性
部
・
青
年
部
・
医
療
介
護

支
部
の
報
告
も
あ
り
、
決
算
・

予
算
・
新
役
員
選
出
な
ど
全

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

片
山
新
委
員
長
が
「
労
働
組

合
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果

た
せ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」

と
決
意
表
明
。
ま
た
、
４
人

の
新
採
職
員
の
加
入
が
報
告

さ
れ
、
ひ
と
言
ず
つ
自
己
紹

介
し
、
温
か
い
拍
手
で
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
青
年
部
は
７

月

11日
、
新
規
採
用
１
・
２

年
目
職
員
に
向
け
た
賃
金
学

習
会
を
実
施
。

13人
が
参
加

し
支
給
さ
れ
る
給
与
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
組

合
員
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、

軽
食
を
食
べ
な
が
ら
の
和
や

か
な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
学
習
を
通
じ
自
分
た
ち
の

給
与
・
待
遇
等
の
し
く
み
を

知
る
こ
と
に
よ
り
、
制
度
の

問
題
点
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
る
。
逆
に
言
え
ば
、
現
状

や
制
度
を
知
ら
な
け
れ
ば
問

題
や
課
題
に
気
づ
く
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
地
道
な
学
習

が
自
分
た
ち
の
働
く
環
境
を

知
る
た
め
に
必
要
と
、
若
手

組
合
員
に
わ
か
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
地
道
に
学
習
会
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
だ
け

で
な
く
交
流
を
深
め
る
た
め

に
、
今
後
も
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
ま
す
。

今
治
市
労
連
（
市
職
・
水

道
労
組
）
は
６
月

30日
「

25

基
本
要
求
書
」
に
も
と
づ
き

団
体
交
渉
を
実
施
。
交
渉
に

先
立
ち
、
職
場
か
ら
組
合
に

寄
せ
ら
れ
た
「
山
林
火
災
支

援
金
１
６
７
１
７
４
円
」
を

寄
贈
。
総
務
部
長
が
受
け
取

り
、
交
渉
参
加
者
か
ら
拍
手

が
あ
り
ま
し
た
。
団
体
交
渉

で
は
、
総
務
政
策
局
長
か
ら

「
回
答
」
が
あ
り
、
状
況
確

認
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
■
技
術
職
の
採
用
・
確

保
が
厳
し
い
状
況
は
認
識
し

て
お
り
、
採
用
方
式
の
改
善

を
す
す
め
て
い
る
。
今
年
度

は
、
技
術
職
民
間
経
験
者
枠

の
年
齢
条
件
を

44歳
に
引
き

上
げ
。
土
木
職
は
通
年
募
集

と
し
た
。
な
ど
。
そ
の
他
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

改
善
、
男
性
の
育
児
休
業
取

得
な
ど
に
つ
い
て
も
要
求
し

改
善
を
図
る
よ
う
に
求
め
ま

し
た
。

西
予
医
療
介
護
労
組
は
７

月

16日
、
執
行
委
員
会
を
開

催
し

10人
が
参
加
。
県
本
部

大
会
参
加
の
感
想
と
し
て
小

西
委
員
長
「
津
島
吉
田
病
院

労
組
か
ら
『
西
予
の
こ
と
は

対
岸
の
火
事
で
は
な
い
』
と

発
言
が
あ
っ
た
」
。
上
村
執

行
委
員
「
自
分
の
組
合
以
外

の
会
議
に
初
め
て
参
加
、
熱

い
想
い
で
頑
張
っ
て
い
る
の

が
印
象
的
だ
っ
た
」
な
ど
発

言
。
報
告
で
は
、
公
平
委
員

会
へ
分
限
免
職
さ
れ
た
１
９

１
人
中
１
１
０
人
が
審
査
請

求
書
提
出
。
職
場
の
声
を
集

め
た
市
・
協
会
・
施
設
長
宛

「
要
求
書
」
を
７
月
中
に
提

出
、
議
員
懇
談
会
の
設
定
、

自
治
労
連
全
国
大
会
参
加
な

ど
を
確
認
。
協
議
で
「
市
か

ら
協
会
へ
の
移
行
職
員
だ
け

で
な
く
、
協
会
採
用
職
員
の

声
も
聞
き
、
要
求
に
取
り
上

げ
、
加
入
も
働
き
か
け
よ
う
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
毎
年
夏
は
所
属
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
一
員
と
し

て
イ
ベ
ン
ト
に
出
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
今
夏
一
番

の
イ
ベ
ン
ト
は
地
元
商
店
街

の
夜
市
ス
テ
ー
ジ
。
市
民
の

方
と
盆
踊
り
を
踊
る
の
が
今

か
ら
楽
し
み
で
す
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
長
男
が
中
学
で
バ
レ
ー
部

に
入
り
ま
し
た
。
失
点
し
た

時
の
コ
ー
ル
、
「
切
り
替
え

切
り
替
え
！
」
「
元
気
だ
し

て
い
こ
ー
！
」
。
私
も
仕
事

で
行
き
詰
ま
っ
た
時
に
、
心

の
中
で
コ
ー
ル
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
永
易
）

■
本
市
で
は
７
月
、
２
週
連

続
の
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

夏
季
の
選
挙
で
大
変
な
環
境

の
中
、
事
務
従
事
い
た
だ
い

た
職
員
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
新
居
浜
・
藤
井
）

■
カ
バ
ン
に
バ
ッ
グ
チ
ャ
ー

ム
を
た
く
さ
ん
つ
け
る
の
が

流
行
中
。
私
の
世
代
で
は
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
。
い
つ
の
間
に
か

チ
ョ
ッ
キ
は
ベ
ス
ト
、
巻
き

戻
し
は
早
戻
し
。
日
射
病
と

言
わ
れ
た
熱
中
症
に
今
年
も

気
を
つ
け
た
い
で
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５８２号

２０２５年 ７月３０日

■
５
８
０
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ゲ
ン
バ
ク
ト
ウ
カ
」

（
原
爆
投
下
）
で
し
た
。
正

解
は
７
通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

大
坪
徹
也
（
新
居
浜
）

小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

小
野
珠
李
亜
（
新
居
浜
）

永
易
優
子
（
新
居
浜
）

藤
井

隆
嗣
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
８
月

27日
【
発

表
】
５
８
４
号
（
９
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①困って途方にくれる

④あらかじめ相談し話の内容をあわせる。

○○○○をあわせる

⑦汽水からなる湖

⑧♪行きは○○○○帰りは恐い～

⑨金銭の総額や物品の明細のこと

【タテのカギ】

①美術品・切手などを集めた物。収集品

②想像上に描かれた理想的な世界。

ユートピア

③鶏肉で○○先、○○元

⑤「最後の一個」をこう言ったり

⑥横にして掛けること

マ
ス
目

を
埋
め

、
二
重

枠
の
７
文

字
で

こ
と
わ

ざ
に
し

て
下
さ

い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


